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＜実施概要＞ 

１．名 称 高齢者・障害者向け自転車展示試乗会 「ふれあい自転車展示試乗会」 

２．主  催  一般財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター 

３．開催日時   平成25年11月23日(土祝)～24日(日) 10:00～17:00 

４．会 場   けやきホール （けやきウォーク前橋２F 群馬県前橋市文京町2-1-1） 

５．目  的   高齢者、身障者が安心して利用できる自転車を紹介し、日常に自転車を取り入れる

ことで体力、運動機能の維持・苦情、行動範囲の拡大を図り、充実した社会生活を

送るための支援活動を行う。併せて、特別仕様の自転車を多くの市民にＰＲし、自

転車の役割向上と環境整備充実の広報活動を行う。 

6．出展台数   １４台 (１２種) 

7．出展社数   ６社 （マックス(株) (株)紀洋産業 (株)TESS (株)マツダ自転車工場 

   堀田製作所  (有)オートクラフト・IZU）  

8．来場者数   ３３５名  【11/23(土)１５１名 ・11/24（日祝）１８４名】 

9．ｱﾝｹｰﾄ回答数   ７３件  【11/23（土）２０件 ・11/24（日祝）５３件】 
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＜出展自転車一覧表＞ 

マックス㈱ 

 

クークルS（１２インチ） 

クークルM（14インチ） 

 

「乗りたくても乗れなかった」方でも「乗れる」自転車です。４つのタイヤで自立し倒れ難いのでお

買い物帰りに重たい荷物を積んでも運転に心配がありません。高齢になってバランス感覚に不安

を感じてきた方でも安心して外出できます。ぜひ安定性をご体感ください。 

 

Ｓ￥97,750-（税込）／Ｍ￥99,750-（税込） 

㈱紀洋産業 

 

 

SVC-3 椅子型自転車 

 

漕ぐことは出来るけれど、一般の自転車は少し怖い。そんな方のために椅子と自転車を合体させ

てみました。ゆったり座ったまま自転車が漕げ、疲れたときにはそのまま休むことが出来ます。 

現在試作中のため、デザインが変わる可能性があります。 

 

￥128,000-（予定価格） 

車椅子移動補助具 

風よ・・・ 

 

介助者の負担を軽く、今までよりも少し速いスピードで・少し遠い所まで行くことができます。 

簡単に取り外すことが出来るので、車椅子のみで使うことも出来ます。 

心地良い風を感じてみませんか？ 

 

￥55,000-（税別・本体のみ） 

CFR-201 

 

トライタンデム！タンデム自転車で新しい風を 

 20インチの折りたたみ式タンデム自転車です。 

身長差のあるペアでも一緒に乗れる工夫がしてあるため、お子さんと一緒に楽しむことが出来ま

す。折りたたむと一般の自転車とほぼ同じ長さになるため、車に積んでの移動もラクラクです。 

￥75,000-（税別） 

㈱TESS 

 

 

Profｈand(プロファンド) 

足こぎ車いす 

 

乗ったその時から笑顔になります。 

『 もう一度自分の足で、行きたい場所へ 、笑顔とともに逢いたい人へ 』 

脳卒中で半身が麻痺した方、腰痛、膝関節痛などで歩行困難な方でも、自身の両足でペダルをこ

ぎ自由に走り回ることができる最先端のチェアサイクル（足こぎ車いす）です 

￥309,100-（非課税） 

㈱マツダ 

自転車工場 

 

 

ＬＥＶＥＬ優Ｕ（ゆうゆう） 

 

バネのようにしなやかなクッション性を持つ U 字型フレームで、変形性ひざ関節症や人工関節な

どでひざや股関節が曲げにくい方でも乗りやすい超低床自転車です。 

 

￥126,000-（標準完成車価格） 

堀田製作所 

 

 

ラクラックーン 

踏込み三輪 

 

三輪なので大人から子供まで自転車に始めて乗られる方でも安心して走行できます。左右脚力に

強弱のある方、下肢に障害があっても左右ペダルが別々の駆動になっている為、同時に踏み込

む、交互に踏み込む、片方だけ踏みこんで走行する等、脚力に応じた漕ぎ方での走行が可能です。

驚異的な小回りが可能です。 

 

￥260,000-（税込） 

㈲オートクラフト・

IZU 

 

 

クランク廻しくるまいす 

 

従来の車椅子はタイヤ部分を回転させ走行しますが、この車輌は左右の手廻しハンドルにてそれ

ぞれの前輪を駆動させ走行＆操舵します。 

通常の車椅子より力を使わずに走行出来るのがポイントです！ 

 

リハビリ自転車 

オール漕ぎ式 

 

リハビリを目的とした自転車です。ハンドルをボートのオール式に漕いで進んで行きます。足が痛

い、跨ぐのが辛い、という方の為にフレーム構造を考え、低床位置に設置し、座席に座りやすくしま

した。 
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＜制作物 （ポスター・チラシ・パネル）＞ 

     〇ポスター・チラシ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇会場内パネル 
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〇自転車紹介パネル 
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<会場写真＞ 
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＜配布用チラシ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補助事業ＰＲ＞ 
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＜アンケート結果＞  サンプル回収数 ７３件  （1日目２0件／2日目53件） 

 

 

 

  

男性 

29% 

女性 

59% 

不明 

12% 

●性別 

1 

10 
13 12 

16 

9 

5 
3 4 

～10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 不明 

●年代 

知っていた 

22% 

知らなかっ

た 

74% 

不明 

4% 

Q1.このような自転車をご存知でしたか？ 

三輪自転車の存在は多くの方に知られていたが、単な

る三輪ではなく、創意工夫が施されている自転車、

様々な形状、症状に応じたタイプ別の車種が製作され

ていることは、知られていないのが現状であり、多く

の方が関心を寄せていた。 

半数超の方が普段から自転車を利用されていると回

答された。高齢の方は、自転車よりもクルマを利用し

ている傾向もあるが、このような自転車なら、みん

な喜んで利用するという声もあった。 

乗っている 

52% 
乗っていな

い 

22% 

以前は

乗っていた 

22% 

不明 

4% 

Q2.普段自転車に乗っていますか？ 
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乗りたい 

50% 

乗りたくない 

7% 

どちらとも言

えない 

43% 

Q4．これらの自転車を乗りたいですか？ 

半数の方が、「乗りたい」と回答。 

現在は健康に問題がなく、一般的な自転車を乗る

ことが可能であるが、この先、自分が高齢となった

ときには、利用を考えたいという意見も多かった。 

クルマを日常的に利用している高齢者は、体力維持

のため、または運転免許返上後の移動手段として、

自転車の利用を考えたいという意見もあった。 

はい 

56% 

いいえ 

44% 

Q5．これらの自転車をすすめたい方はい

らっしゃいますか？ 

半数以上の方が、すすめたい方がいると回答。 

祖父母や知人にすすめたいという声が多かった。 

高齢社会が進み、身近に外出が困難な方がいる。自

転車の利用により、外出が可能となることは周囲か

らの期待も大きい。 

通勤・

通学 

11% 

買い物 

41% 

通院 

2% 

体力の維持 

21% 

趣味・楽し

むため 

19% 

その他 

6% 

Ｑ３．自転車を利用する（利用したい） 

目的は？(複数回答可） 

通勤・通学、買い物など日常生活の移動手段として

利用する（したい）と回答した方が半数をしめた。自

転車が体力の維持に一定の効果があることもよく

知られている。さらに楽しむためのツールとして利

用を望む声も多く、自転車はやはり身近で広く親し

まれている。 
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Q6.ご意見・ご感想など自由にお書きください。 

 

すばらしい体験をさせて頂きました。多くの人に利用が進むとすばらしいと思います。 

乗車でき便利さを実感しました。有難う御座いました 

自転車に乗ることで行動範囲も広がるのですすめてみたいと思います。（介護の）仕事でもすすめてみたい

と思いました。 

今回はご理解をいただき、前橋にお越しいただきましてありがとうございます。実車に乗り、運転できて幸福

です。多くの方に知っていただきたいと思います。広報したいと思います。頑張ってください！ 

安全に乗れる自転車があることを知りました。 

いろいろな用途にあわせたいくつもの種類の自転車があるのにびっくりしました。 

色んな種類を体験出来て良かったです。もっと広めていってもらいたいです。 

三輪があるのは知っていたけれど、二輪になれているので少し怖かった。 

クルマでの生活で足を使わないので、休みの日は自転車に乗りたいと思いました。 

色々な介護用の自転車があるのだと思いました。 

いろいろな自転車があり、面白かったです。普通の自転車とは違い手で漕いだり、身体のバランスではなく手

の動作だけで操作する自転車があって発想がすごいなと思いました。また後退もできたりしてユニークだと

思いました。身体の不自由な方も快適に乗れるだろうなと感じました。 

坂道は無理だと思った。少し残念だった。 

買い物に便利な自転車を作ってほしい。 

将来、今より悪くなったとき楽しみが増すでしょう。 

乗りやすかったし、楽しかったです。 

ありがとうございました。楽しい内容でした。 

おもしろいです。 

思ったよりスムーズに走るのでお・ど・ろ・き!!ペダルが軽い。初めての体験自分の力で走る、前に進む力（普段

は車ばかり）再発見楽しかったです。 

子供が脳性マヒなので車椅子を使用しています。不自由な足ですが、自分で漕げるものがあったので、是非

購入したいとおもいました。とても楽しそうに乗っていたのでリハビリにもなると思いました。 

自分が障害者でこんな自転車があるなんて勉強になりました。 

今まで知らなかった方法で運動できる自転車があって驚きました。 

もう少し値段が安ければ気軽に購入を考えられる。 

どこかに不自由がある場合、かなり快適になるタイプもあると知りました。 

ありがとうございました。 

楽しく試乗できました。 

色々な自転車があるので関心しました。 

色々な自転車があって障害者の方も遠くへ行けそうでいいなーと思いました。 

実際の利用は現実的ではありませんが、”知る”ということで経験になりました。 

参考になりました。 

下り坂の制御があるといいです。 

いろんな型の自転車があるんだと思った。いろんな用途に合ったものがいろんな方に役立つんだと感じた。 

色々乗れて、試せて良かった。これからの福祉のためご尽力ください。 

思ったよりもおしゃれだし、色もたくさんあって運転もしやすかった。 

参考になりました。ありがとうございました。 
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＜新聞掲載＞ （取材：朝日新聞 太田支局） 2013.11.24（日） 朝刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜展示試乗会を終えて＞ 

本展示試乗会は、学校法人大出学園主催、「第３回地域ふれあい販売会」と連携し開催した。特別支

援学校若葉学園をはじめ、群馬県内の社会福祉協会やＮＰＯ法人、会場となったけやきウォーク前橋

の協力のもと、来場促進が図られた。当日は、高齢の方、身体の不自由な方とご家族、社会福祉事業

に従事されている方、一般買い物客等、２日間で３３５名の方に来場いただいた。 

一般的な買い物用三輪自転車の存在は周知されていたが、出展された自転車の優れた安定性、工夫

された機能、種類の豊富さに一様に関心を持たれ、乗りやすさ、快適さについて好評を得た。なかに

は、重度の障害により、これまで一度も自転車に触れる機会のなかった方が、自分一人の力で動かせ

ることに感激し、笑顔で試乗する姿にご家族も大変驚かれていた。自転車は、移動ツールとしてだけ

でなく、心身ともに様々な効果が期待できる乗り物であるとあらためて感じた。 

自転車が身近で便利な乗り物であること、健康づくり、体力の維持などにも効果があることは広く

知られてきているが、一方で自転車の利用に消極的になってしまう現状がある。実生活においては、

狭い幅員、段差、坂道の対応など、道路事情の悪さにより自転車を敬遠する方も多い。また、マンシ

ョンの駐輪場や、スーパーや外出先において、特殊サイズ・形状の自転車を駐輪するスペースの確保

が困難であるなど、環境整備が追いついていないこと。さらに、価格や重量、運動機能や症状にきめ

細やかに対応ができる自転車を見つける苦労、家族からの反対など様々な理由がある。 

製作者側からは、「本当に自転車を必要としているのは、健常者よりも身体の不自由な方。一人一人

の症状に合わせ安心して利用できる自転車を製作していきたい。」「直接利用者の反応、要望を聞ける

貴重な機会となった。」など所感をいただいた。また、事業の継続を望む声も寄せられた。 

ご高齢の方、障害のある方のなかには、一人で外出をしたいと願っている方はとても多い。展示試

乗会を通じ、潜在的なニーズがあることを実感した。自転車を利用し、自由に外出することが可能と

なれば、孤立した生活に陥ることなく、これまで制限されていた社会参加が可能となり、ＱＯＬ(quality 

of life)の向上につながるものと期待ができる。超高齢社会をむかえる日本において、誰もが快適に乗れ

る自転車の普及、安全に走行できる環境の整備が急務であると感じる。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車文化センター 

一般財団法人 日本自転車普及協会 

 

 

 

 

 

 

 

    この事業は競輪の補助を受け、開催しました。 


